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Ⅴ．学生協議会による最終提案の概要および事業実施経過概要

１．学生協議会による最終提案の概要

学生協議会においては５つの協議会が組織され、６つの介護ロボットの提案がなされた。例えば、

オークリー（Ａチーム）では、コミュニケーションロボットとオムツの販売・処理を行うロボット

が提案された（図ｖ-１-１）。モビリティ専隊令和Ｘ（Ｂチーム）では、パーキンソン病の方に対

して歩行の楽しさおよび安全をもたらすロボットが提案された（図ｖ-１-２）。ガガーリン（Ｃチ

ーム）では、認知症の方を対象に入れ歯の紛失を顔認証システムと磁場カメラを使用した見守りロ

ボットを提案した（図ｖ-１-３）。Ｄ（Ｄチーム）では、施設利用する前の高齢者に対して趣味の

共有を目的にした、豊かで楽しい生活が送れるＷＡｔｏＥＮというマッチングアプリを提案した

（図ｖ-１-４）。Ａｍａｚｅ（Ｅチーム）では、認知に問題がない後期高齢者を対象に、薬の飲み

忘れ・管理などを解決するロボットを提案した（図ｖ-１-５）。以下に、学生協議会による介護ロ

ボットの最終提案概要として、成果報告会で使用した展示用パネルデザインを示す。
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図ｖ-１-１　オークリー（Ａチーム）
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図ｖ-１-２　モビリティ専隊令和Ｘ（Ｂチーム）
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図ｖ-１-３　ガガーリン（Ｃチーム）
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図ｖ-１-４　Ｄ（Ｄチーム）
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図ｖ-１-５　Ａｍａｚｅ（Ｅチーム）


